【事例３】保護者支援が必要な事例
～複数の課題を抱える家族における児童の支援を考える～

１．事例の概要
　
	◆年齢
	　７　歳
	◆性別　
	男

	◆障がいの状況
	広汎性発達障がい、知的障がい　　療育手帳Ｂ１

	◆生活状況
	◆家族状況（ジェノグラム）

	元父親による姉への虐待、母親に対する暴力があり、その後離婚。母子家庭となる。現在は母親のパート収入と母子手当で生活し、非課税世帯。母親は理解が難しく会話がかみ合わない面があり、家事・育児能力共に低く、ストレス状況になると本児に対して手が出ている状況。
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	◆相談に至るまでの経緯

	乳幼児期より母親の本児への身体的虐待があり、保健センターや家庭児童相談室が関与している。１歳児から保育所に入所。１歳半健診で発達の遅れを指摘され、２歳より児童発達支援事業所に週２回通室。就学相談を経て支援級に入学。学童を利用していたが本児が登校を渋り、学童へ行くことを嫌がるようになったことから母親から相談が入り、サービスの利用を希望されたことにより、支援が再開となった。


	◆アセスメントする上での配慮点

	保護者との話の中では、本児に対する乳幼児期の様子や現在に至るまでの経緯が不確かな場合もあるため、各関係機関に情報を収集することが必要である。また、保護者の状況によっては、保護者との会話においても質問した内容と異なる返答が返ってくることも想定され、母親に分かりやすく説明するなど丁寧な配慮が重要である。

各関係機関からの情報収集としては、本児の発達に関して年長児までの児童発達支援事業所での様子や発達検査結果、保育所での様子の聞き取りを行い、発達の経緯の把握を行う。また、学校側から現在の本児のＡＤＬやコミュニケーション能力、社会性の状態を聴取することで、本児の課題が鮮明に浮かび上がってくるだろう。本児への虐待に関する件については、家庭児童相談室との連携を行い、虐待を防ぐための見守りや母親の家事、育児の負担軽減も含めた支援内容を考えることが必要である。



２．支援プロセス
	◆経過と今後の相談支援専門員による支援の流れ

	






























姉(12歳) 





母(38歳） 





本人(７歳) 











１歳　母親からの身体的虐待


保育所入所





１歳半健診


（発達の遅れを指摘）





２歳　児童発達支援


通所開始





年中　広汎性発達


　　障がいの診断


療育手帳取得





５月20日　自宅に訪問


→「一次アセスメント票」Ｐ201　作成





小１　公立小学校入学


(支援学級、学童利用)





６月２日　ニーズ整理Ｐ209　


「申請者の現状」Ｐ210　作成








６月14日　「サービス等利用計画」Ｐ212　作成





７月　サービス利用開始





９月25日　「モニタリング報告書」Ｐ214　作成





３ヶ月後
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